


VELOとはラテン語で自転車を
意味します。ベロタクシーは
1997年にドイツで「環境にやさ
しい交通」というコンセプトで
開発された自転車のタクシー
です。 

ベロタクシーは、バスや鉄道を
補完する新しい近距離交通手
段として、現在ヨーロッパを中
心に世界各国で運行中です。 
 
日本では2002年の京都を皮切
りに現在20地域以上で運行中
です。 
 
福岡市では2005年11月に運行
を開始しました。 
 

ベロタクシーとは？ 



乗車方法 

ベロタクシーは、天神を中心に、東は博多駅周辺、 
西はシーサイド百道周辺までを運行しています。 
福岡には車やバスが通れないような狭い路地裏が 
多く、古き良き風情と歴史も多く残ります。 
ベロタクシーは、公共交通機関では埋まらない 
交通のすき間を埋める近距離交通が得意です。 



新しい観光手段に 

ベロタクシーでの市内散策は地元の方との 
コミュニケーションにあふれ、街との一体感 
を楽しめます。 
 
ドライバーは「語りべ」として楽しく観光客を 
ガイドします。途中でお店やカフェなどに 
自由に立ち寄れるのも魅力です。 
 
ベロタクシーは、バスや車では通れない 
狭い路地裏に隠れたまちの風情や歴史を 
満喫できる新しい観光手段として、また 
排気ガスや騒音を出さない環境に配慮した 
観光手段として評価をいただいています。 



記事：2007年1月１１日 読売新聞 

開業も間もない2006年春、塾へ通う途中に
不審な車に連れ込まれそうになった女の子
のお母さんからの送迎依頼を受けたことが
きっかけとなり、 
 ○目立つ（人目を引く） 
 ○密閉性がない（開放的） 
 ○ドア・ツー・ドア送迎 
 ○楽しく安全 
という理由でベロタクシーが新たな防犯ツー
ルとして多くのテレビや新聞で取り上げられ
ました。 

こどもの防犯対策に 



地域商店街の活性化に 

2007年11月～2010年3月までの
約2年半、地域商店街の活性化
を目的とする市の事業において
ベロタクシーステーションが誘
致を受けました。 

商店街の半径1km圏内には、高齢者や子育てママなど 
商店街や地下鉄の駅までのわずかな距離の移動さえ困難な方々
が多く見受けられました。 
 
ベロタクシーはこのような移動弱者の足となり、商店街の回遊性を
高め、にぎわいづくりと地域コミュニケーションの向上に効果を発揮
し、全国の商店街から視察を受けました。 



商店街での活動を機に、高齢者や体が不
自由な方のベロタクシー利用が急増しまし
た。 
郵便局や銀行、買い物や通院など、タク
シーや公共交通機関を利用しづらい近距
離交通としての自転車タクシーのニーズは、
都会における交通のすき間を補完できる
乗り物として都市計画やモビリティの観点
からも高い評価をいただきました。 
 
また、高齢者を中心とする地域コミュニ
ケーションが高まることで、健康面や生活
環境の情報を共有できるなど、ベロタク
シーが「交通」の枠を超えた「地域活動」を
担うコミュニケーションツールとしての役割
を果たしました。 

お年寄りや体が不自由な方の移動手段に 
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広告塔に 
 
スタイリッシュなベロタクシーは、広告へ 
の目線や移動速度が歩行者に最も近く 
街中での動く広告塔としてとても有効です 
（時速11km）。 
ベロタクシーへの広告掲出は環境保護 
活動へのサポートを意味します。 
 
 



イベント＆プロモーション 



動く広告塔やイベント 
（主な収入源） 

観光 

生活 

広告 

イベント 



ドライバーの質とインフラの整備 



観光 

生活 

広告 

イベント 

ドライバーの質とインフラの整備 

●こども送迎 

  防犯の概念と責任 

●高齢者送迎 

  福祉の概念と責任 

●救命AED講習 

  万が一の心の準備 

ドライバー研修 
●観光知識 

 定期的な講習会 

●接客 

 おもてなしの心 

●スポンサーの 

 社員になったつもりで 

 イメージアップと 

 宣伝効果を考える 

●イベントを盛り上げ   

 楽しんでいただく 

 エンターテイメント 

 としての役割を自覚 

 する 

プロ意識 

イメージ→ UP 
不  正→ DOWN 



ドライバーの質とインフラの整備 

乗車方法や料金システムをWEBや 
車体、他さまざまな媒体で認知を促す 
 

WEB 車体 広告媒体 

イメージ→ UP 
不  正→ DOWN 



ドライバーの質とインフラの整備 

インフォーマルからフォーマルへ 
 

安心 
Anshin 

安全 
Anzen 



まとめ 

インフラ整備の重要性 

●観光、生活、いずれの場合も安心・安全な乗り物であること。 

自転車タクシーの役割と可能性 

●公共交通機関を補完し、交通のすき間を埋める機動力を活かす。 

●観光だけでなく、生活の足としても活用し、社会的な意義を深める。 

●そのための人材育成・広報・管理などを行う運営組織が不可欠。 


